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なぜ焼津で
ワーケーショ ン？

W A N D O（ 湾処） と は、 河川において本川と つながり つつも 流れが緩やかで水が溜まっ ているエリ アを指す。

「 W A N D O YA I Z U 」 は焼津がワーケーショ ン地さ ら にはコ ミ ュ ニティ と し て、 働く 人々の営みの

「 湾処」 と なるこ と で持続的な発展をするこ と を目標と し た

スモールスタ ート と し ての包括的なプロジェ ク ト 。
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「 焼津の課題＝ら し さ 」 を“強み”に
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効果

「 暮ら す」 と は焼津に家を持つなど

と いう こ と ではない。 焼津で非日常

と し てではなく 、 日常に近い感覚で過ごすと いう こ と を 指す。

外の人のために中の人が我慢し ないために、 反対に中の人だけで孤立し

ないよう にするために、 「 外の人も 中の人も 」 同じ 焼津が好き であるこ

と が重要だと 考える。 非日常を味わえる場所はたく さ んあるが、 日常を

豊かにする第二の生活地はあまり ないのではないだろ う か。 そんな場所

と し て、 焼津に魅力を 感じ 、

焼津に関わる人が増えて

いく 未来を私たちは

「 W A N D O YA I Z U 」

の先に思い描く 。

焼津の未来官民連携
チーム

魚河岸シャ ツ
活用

仮設イ ベント ・
事業

情報発信

移動手段ワーク スペースの
拡大・ 多様化

魚河岸シャ ツ＝準住民の仕事着

魚河岸シャ ツを
ワーク スペースで
貸し 出す

• 心理的に地域に馴染みや
すく なる

• セキュ リ ティ 効果
• 魚河岸シャ ツの訴求機会

働く 、 学ぶ

焼津の“落ち着き ”を活かし た
ワーク スペース

「 駅前通り から
“交流”と “更新”を」

周遊促進のためには多様で更新さ
れ続けるコ ンテンツが不可欠。 そ
れら をまずは駅前通り から 仮設
的・ 実験的に始めるプロジェ ク ト 。

「 軒先マルシュ 」
軒先を利用し た、

出店者・ 利用者共に

気軽なマルシェ 。
テーマを設定し 、

定期的に実施

「 海の幸 on e day sh op」

空き 家やプレ ハブを

利用し て、 毎日～数

日ごと に店主が変わ
る店舗を設営。 生産

者と 消費者が密に交
流する場の創出。

※写真はイ メ ージ

既存の施設をプロジェ ク ト に含めるこ と に加え、
より 交流を重視し た施設を提案。

“落ち着き ”を活かし つつ、
ワーカ ーのさ まざまな

需要に応える。

H om ebase YA I Z U  

「 W A N D O  YA I Z U 」 において、

ワーケーショ ンに訪れる人々は

「 準住民」 と 位置付けら れる。

上記のサイ ク ルの中で、

「 立ち止まっ て考え、 つながり 、

発見する」 ための、 働く 人々に

と っ て第二の生活地と なるこ と を

目指す。

課題
• 観光化に保守的な雰囲気

• 首都圏から のアク セスの悪さ

• 温泉が比較的小規模であり 、

点在し ているこ と

タ ーゲッ ト ： 関東甲信越のリ モート ワーカ ー
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解決策
• 保守的な雰囲気やアク セスの悪さ から 生ま

れる焼津独自の“落ち着き ”を価値と する

• 温泉を非日常と し ての価値ではなく 、 ワー

ケーショ ンと いう 日常の延長の中で高水質

な温泉を普段使いでき ると いう 価値と する

①ワーケーショ ン需要を基軸に温泉や水産業

などの地域の潜在的な資産を束ねる包括的な

プロジェ ク ト であるこ と

②焼津ら し さ を尊重し 、 地元民を

はじ めと し た様々なステーク ホル

ダーへの配慮を重視し ているこ と

潜在価値

• 若い世代のによる交流を 重視

する取り 組みが見ら れる

• 水揚げ量などの面で日本有数

の港町であり 、 海の幸が豊富

「 ワーケーショ ン×コ ミ ュ ニティ 」

“ずっ と 暮ら す人、

たまに暮ら す人、

はじ めて暮ら す人、

みんな同じ 焼津が好き 。 ”

• 地元資源の訴求機会や需要認知の機会の創造

• 空き 家や空きスペースの有効利用

• 業界を横断し た連携による相乗効果

• 将来的な移住人口の増加

• リ ピート 率の高い顧客の獲得によ

る持続的な収益


